
 

講師紹介ならびに講演予告  

 

近藤秀樹 先生 岡山大学資源植物科学研究所 『植物-昆虫-真菌の間で感染するウイルスの話』 

昨年の日本ウイルス学会学術集会でのシンポジウムでの、植物ウイルスが生物界の Kingdom を越えて昆虫

に感染してそこで増殖するという話お話は実に魅力的で、みなさんにもお話を聞かせたいと思い、登壇をお願い

しました。我々が普通に知る動物ウイルスは、そうした壁を越えた感染はしません。生物の間の境を飛び越え

るって何だろう？ 生物界の境界って何だろう…なんてことを考えてしまいそうです。 

 

斎藤博之 先生 秋田県健康環境センター・保健衛生部 『稲わらの中から針を探しだすような仕事』 

斎藤先生は秋田県保健行政の検査業務のお仕事に長年就かれています。食中毒や下痢症のアウトブレイ

ク関連の仕事も大きな割合を占めており、その中でもノロウイルス感染症の流行の調査には多くのエネル

ギーを割いています。それまでは大量のウイルスがいる患者の便検体からのウイルス検出が主な手段であ

り、ごく微量しかいない実際の汚染食品からの検出はできませんでした。そのような現場の悩みを自分たち

の手で解決すべく先生は研究を重ねられ、最終的に実用的な検出方法を開発されました。そのお話です。 

 

神田輝 先生 東北医科薬科大学医学部・微生物学 『EBV と微小染色体(extrachromosomal DNA: 

ecDNA)の不思議な関係』 EB ウイルスって知ってますか？ヘルペスウイルスのひとつで普通に見られ、

若い人に伝染性単核症（欧米での俗称 Kissing 病）を起こすことや、感染者がある特別な刺激に長期暴露さ

れるとバーキットリンパ腫という血液のがんを引き起こすことでも有名です。ところで演題名にある微小

染色体（あるいは染色体外 DNA ともいいます）ecDNA ですが、染色体由来の遺伝子断片で、がんの性質を様々に

変化させることが知られており、がん研究の領域で最近注目されています。EB ウイルスも同じような遺伝

子断片をつくることが知られており、先生の若かりしころからのかかわりについてのお話をいただきます。 

 

松下陽介 先生 農業・食品産業技術総合研究機構 『最近のウイロイド(viroid) 研究の進歩』 

みなさんウイロイドって知ってますか？ 名古屋名物「ういろう」ではないです（笑）。みなさんの教科

書に載ってますか？載ってたとしても、たぶん、「一本鎖 RNA だけからなる植物の“ウイルス関連病原体” 

であって動物では見つかっていない」と書かれてあるはずです。でも、先生によれば、最近従来の植物ウイ

ロイドに加え動物・微生物でも見つかっているそうです。そんな最新の話をお聞きしましょう。ちなみに oid

という接尾辞は、“～に似たもの”という意味だそうです。Humanoid なんてのもあるでしょう？ 

 

好井健太郎 先生 長崎大学・高度感染症研究センター ウイルス生態研究分野 

『ダニが媒介する脳炎ウイルス』…自然界のウイルスはどうやってヒトに感染するか 

ウイルス感染の理解には、各ウイルスの感染経路とウイルスがどのように生物の間で保持されているか

が鍵です。先生は、ダニ媒介性の脳炎ウイルスの研究から入り、長崎大の BSL4 施設で同じく哺乳類—ダニ—

哺乳類ルートのブニヤウイルスによる SFTS とクリミアコンゴ出血熱の研究をなさっておられます。最近話題の

ハンタウイルス感染症もその仲間であり、そのお話も聞けるかもしれません。 

 

日本ウイルス学会 研究教育支援委員会メンバー 

塾の最後を飾る当塾名物「おさらいクイズ」です。講師の先生方の出題にメンバーが工夫を加えて出しま

す。成績優秀者には賞状とささやかな商品提供もあるかも（笑）乞うご期待！   以上文責 西村 

今年も面白い！！ 


